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い
ま
す
。

３
．
女
性
も
男
性
も
、
こ
の
ま
ま
で
は

持
続
可
能
で
は
な
い

　

実
は
日
本
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男

性
も
大
変
な
状
況
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
社
会
全
体
が
持
続
可
能
で
な
い
の

で
は
、
と
深
刻
に
懸
念
さ
れ
ま
す
。
無

償
労
働
に
加
え
、
賃
金
が
支
払
わ
れ
る

有
償
労
働
に
つ
い
て
も
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
有
償
労
働
時
間
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

は
、
女
性
２
１
８
分
、
男
性
３
１
７
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
日
本
男
性

は
４
５
２
分
と
際
立
っ
て
長
く
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
の
約
１・
４
倍
も
長
く
働
い

て
い
ま
す
。
な
お
、
日
本
の
女
性
は
有

償
労
働
に
お
い
て
も
２
７
２
分
と
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
50
分
以
上
長
く
働
い

て
い
ま
す
。
家
で
の
家
事
や
育
児
・
介

護
の
時
間
が
長
い
か
ら
外
で
稼
い
で
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
有
償
・
無
償
を
合
わ
せ
た

総
労
働
時
間
を
見
て
み
る
と
、
国
際
的

に
み
て
日
本
が
女
性
（
４
９
６
分
）、
男

性
（
４
９
３
分
）
と
最
も
長
時
間
労
働

で
す
。
総
労
働
時
間
は
女
性
の
ほ
う
が

男
性
よ
り
も
長
く
働
い
て
い
ま
す
（
逆

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
つ
ま
り
、
国
際

的
に
み
て
、
日
本
は
男
女
と
も
に
長
時

間
労
働
で
あ
り
、
特
に
無
償
の
家
事
・

１
．
家
事
・
ケ
ア
労
働
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
に
重
要

　
家
事
や
子
育
て
・
介
護
等
の
ケ
ア
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
か
か
わ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
４
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
前

回
の
お
さ
ら
い
で
す
が
、
目
標
４
を
具

体
化
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
５・４
に
は「
各

国
の
状
況
に
応
じ
た
世
帯
・
家
族
内
に

お
け
る
責
任
分
担
を
通
じ
て
、
無
報
酬

の
育
児
介
護
や
家
事
労
働
を
認
識
・
評

価
す
る
」
と
あ
り
、
そ
の
進
捗
を
は
か

る
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
に
は
「
５・４・１

無
償
の
家
事
・
ケ
ア
労
働
に
費
や
す
時

間
の
割
合
（
性
別
、
年
齢
、
場
所
別
）」

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
家
事
・
ケ
ア

労
働
へ
の
取
り
組
み
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
４
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
重

要
と
い
え
ま
す
。以
下
、具
体
的
な
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
、
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
無
償
の
家
事
・
ケ
ア
労
働
時
間
の

国
際
比
較
：
際
立
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
標
５・４・１
「
無
償

の
家
事
・
ケ
ア
労
働
に
費
や
す
時
間
の

割
合
」
に
つ
い
て
、
生
活
時
間
の
国
際

第
29
回

家
事
・
ケ
ア
労
働
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

比
較
の
視
点
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差

を
見
て
み
ま
す
。
一
般
に
先
進
国
と
さ

れ
る
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

の
加
盟
38
カ
国
に
お
け
る
、
男
女
（
15

歳
～
65
歳
）
の
無
償
労
働
つ
ま
り
賃
金

が
支
払
わ
れ
な
い
労
働
に
つ
い
て
、
一

日
当
た
り
（
週
平
均
）
の
時
間
の
国
際

比
較
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
以
下
、
内

閣
府
（
２
０
２
０
）『
令
和
２
年
版
男

女
共
同
参
画
白
書
』
よ
り
）。

　

無
償
労
働
時
間
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
全
体

の
平
均
は
、
女
性
２
６
２
分
、
男
性

１
３
６
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の

ほ
う
が
、
約
２
倍
長
い
で
す
ね
。
他

方
、
男
性
の
無
償
労
働
時
間
が
最
も
短

い
の
は
日
本
の
41
分
で
、
イ
タ
リ
ア
の

１
３
１
分
と
比
べ
る
と
、
３
分
の
１
以

下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
と

男
性
の
無
償
労
働
時
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
比

率
で
み
て
み
ま
す
と
、
日
本
は
５・５
倍

も
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
長
い
時
間

を
無
償
労
働
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
韓

国
も
４・
９
倍
と
大
き
い
で
す
が
、
他

の
先
進
国
は
約
２
倍
か
そ
れ
以
下
で
す

の
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
が
際
立
っ
て

ケ
ア
労
働
が
極
端
に
女
性
に
偏
り
ジ
ェ

ン
ダ
ー
格
差
が
大
き
く
、
か
つ
長
時
間

で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
い
え
ま

す
。

図　男女別にみた無償・有償時間の国際比較（一日当たり、週平均） 出典：内閣府（2020）


